が 自身の スタイル を 試して いるよう なのが 面白かった _ 

流行の 説話 体と いう もの は、 或る 独特な 作家 的 稟質に 

とって だけ、 真に その ひとの 云おうと する こと を 云わ 

しめる もので、 多くの 他の 気質の 作家に とって は、 必 

要で もない 身の くねり や、 言葉 の 誇張 さ れ た 抑揚 や 聴 

きて を 退屈 させない 芸当 やら を 教え込む もので、 意味 

をな さぬ。 深 田 氏 は、 くねくね 式 説話に は 向かぬ 天質 

の 人に 生れて いるので はなかろう か。 やっぱり 正面 か 

ら 当る たちで はなかろう か。 深 田 氏 はこの 作 を 書き終 

る ことで、 その 点 を どう 考え、 作家と しての 自己 を ど 

う 発見して おられる か。 私 は それらの こと を、 考える 



でが、 忽ち 往来の 何もかも を 否定し 梅 雄な ど を 木ッ葉 

みたい に 云い 倣す のが 我慢なら なかった ご 「おけら 共 

が 派手な 弁舌で 時 を 得 顔な 時代思潮 を 説いて いるの を 

見る と」 「流れに 身 を まかせて 安き について いるよう 

にさえ 思われた ご 

梅 雄 は それで ひねくれて しまう ので はなく、 反動的 

な 生き方 をす る 人々 を 凡て 軽蔑し、 その 点で 姉で ある 

松 下 夫人 を も 人間と して 軽蔑して いるので ある。 

私の 次 弟 は、 一九二 九 年の 夏、 高校の 三年 生で 自殺 

をした。 そういう 経験から も 私 はこの 条に 注意 を 喚起 

されて 読んだ ので あるが、 荒木 巍 氏の 「新しき 塩」 (中 



央 公論) の 中で も、 違った 形と 作者の テム ペラ メント 

において では あるが、 やはり 「流行 的な 参加の 仕方に 

反撥 を 持った による」 と 云う ことが 自信 を もって 云わ 

れ ている。 今日、 文学の 中で こういう 表現が 確信 を 

もってされ、 それと しての 通用 性 を 自覚した 感情で 云 

われ 得て いると いう ことが、 複雑な 思索 を 刺戟し、 心 

を 揺って 更に ひろい、 過去 未来への 問題へ 私 を 誘い出 

すので ある。 

二 



魚 住の 云って いる こと を 読む と 私の 記憶に は 志 賀直哉 

氏の 言葉まで 甦って 来る。 そして、 一 つの 声 を 加える 

ので ある。 

石 坂 洋次郎 氏の 「麦 死なず」 を 流れる 感情 も 根柢に 

於て は、 ここに 血脈 を ひいて いる。 「麦 死なず」 に 対す 

る 批評に 向って 反駁 的、 勝者 的 気分で 書かれて いる 同 

氏の 「悪 作家より」 (改造. 十月 号) で その 気分 は 極め 

て 率直と 云えば 率直、 高飛車と 云えば 高飛車に 云われ 

ている ので ある。 

石 坂 氏の ように、 さァ、 返事 はどう だとい うような 

気持 も、 主観的に は 壮快なる ものが あるか もしれ ない。 



北の 結果 は 単に その 一 群の 生活の 上に だけ 降り かかつ 

て 終る ものであろう か。 

今日 作家が 一般的に、 こういう 面での み 闊達で あり 

得る という ことに ついては、 慶賀すべき か、 或は 憤つ 

てし かるべ きこと なのであろう か。 

大森 義太郎 氏の 「思想と 生活」 (文芸) に は、 「麦 死 

なず」 に対する 批判的 感想と して、 正しい 思想 はよ し 

んば 各個 人の 実生活に おける 態度と 一 致して いないで 

も、 思想 そのもの として、 実生活と 一致して いる 低俗 

な 思想より 価値が 高い という こと を、 主張され ている。 

これ は、 「麦 死なず」 に 於て、 五十嵐が 牧野 を 酷評す る 



あるので はない。 自身の 敗北の 十分な 意識の 上に 立つ 

て、 その 社会的. 歴史的 要因 を 作品の 中で つきつめよ 

うとす る 熱意 を 欠いて いる ことで ある。 あらゆる 進歩 

的な インテリ ゲン ツイ ァと 勤労者に、 その 敗因が 全く 

ひとごと ではない 連帯 的な 現実の 中に あると いう こと 

を、 芸術の 息吹に よつ て 深く 感じさせるべき 義務 を果 

して 得て いないと ころに、 その 努力に よって 敗因 を克 

服す る 意志 を ふるい 立てぬ ところに あると 思われる の 

である。 

ヒュ— マ 二 ズムの 提唱が 総て 非人間的な 抑圧に 杭す 

る ものと しての 性質 を もっている からに は、 文学に 関 



の 間に、 面倒な 理解の 混乱が 生じ 勝ちで ぁリ、 後者に 

反撥して 自我 を 主張す る ことから、 逆に、 最も 保守的 

な ものへ ころがり 込む 場合 さえ あるので ある。 

私 は、 フランス をと おり、 ソヴ エト をぬ けて 帰って 

来た 横 光利 一氏が、 今後 どんな 風に 人 及び 作家と して 

展開して ゆく かとい う 点に、 或る 興味 を もっている。 

横 光 氏 は、 作家と しての 出発 当時、 先ず その 時分 支配 

的で あ つた 小説に おける 志 賀直哉 氏の 影響 を 反撥す る 

ことから、 歩み 出した という こと をき いた ことがある _ 

そのよう にして 歩き 出した この 作家 は 「上海」 を 意味 

深い 転 期と して、 いわゆる 「流行」 に まける こと を 潔 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十 巻」 新 日本 出版社 

1980 (昭和お) 年に 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 4 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 七 巻」 河 出 書房 

1951 (昭和^) 年 7 月 発行 

初出 ： 「時事 新報」 

1936 (昭和：^) 年 S 月 6,-8 日 号 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 来 田 進 

2 003 年 ー 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



